
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

B B B
教務部
進路指導部
各学年

B B B
教務部
進路指導部

A A A
教務部（道徳教育推進担
当、人権・同和教育担当）
情報広報部

B A A
生徒指導部
各学年

C B B
図書部
各学年

B A A
保健相談部
各学年

B B B
生徒指導部
各学年

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B B 管理職

●特別支援教育の充実 B A A
保健相談部
各学年

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

〇東部地区の県立中高一貫校として、これからの時代を見据えた６年間のカリキュラムやキャリア教育について研究を継続すること。

〇県境にある普通進学校として魅力を磨くことで、県内外から志の高い生徒を呼び込み、地域・日本・世界の未来を切り拓くリーダーを育成する

こと。

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立鳥栖高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

　普通科進学校である本校にとって「学力の定着・向上」は最重要課題である。学校に対するアンケート結果では「生徒は、学校生活に十分満足している」に対し肯定的な回答割合は、生徒95％、保護者93％であり、学校生活全体に対しての一定の満足度は得られている。また、生徒の85％が担任との面談は効果があったと回答しており、個に応じたきめ細やかな助言や
学習指導等はできている。また、進路実績についても上昇傾向にある。今後も生徒一人ひとりの進路希望を大切にし、自発的な学びを促しつつ充実した学びを実現していく必要がある。いじめ問題や心の教育については、状況に応じて迅速かつ組織的に対応することができている。また、広報活動の充実を図ること、保護者との連携を積極的に進めることで、更なる開か
れた学校づくりを進めていく必要がある。
　全体として、どの項目についても一定の評価はできるものの、スクール・ミッション、スクール・ポリシーを軸に、教育活動について更なる改善を積み重ねていくことが重要である。

取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

●学力の向上

○家庭学習時間の確保と定着のための学年・分掌間で連
携した取組

４　本年度の重点目標

①人権教育の推進（校内推進体制の充実を図る）

②学力の向上（授業計画に沿った学習及び「わかる授業」を通して学ぶ意欲を高め、学力の向上を図る）

③生徒指導の充実（基本的生活習慣を身に付けさせ、主体的に行動できる人間性を育成する）

④進路指導の充実（進路意識を涵養させるとともに、生徒の状況を把握して信徒希望の実現を魔目指す）

⑤保健指導の充実（心身の健康の保持増進と体力の向上を目指し、校内のへ県衛生上の環境づくりに努める）

⑥教育相談・特別支援教育の推進（スクールカウンセラーや外部の専門機関との連携等、支援体制の構築に取り組む）

⑦読書指導の推進（読書活動を行いながら読書を通じた自己啓発を促す）

⑧保護者、地域社会との連携（情報発信をとおして保護者や地域社会との連携を密にする）

⑨ICT利活用教育の推進（ICT機器を活用した指導方法の工夫・改善に取り組み、学習指導を充実させる）

⑩学校における働き方改革の推進（組織的に業務の見直しや効率化に努める）

①学習意欲が旺盛で、不断の努力ができる生徒を求めます。

②学校行事及び生徒会活動、部活動やボランティア活動に積極的に取り

組む生徒を求めます。

③主体性とともに、他者と協働する姿勢をもって、ものごとに取り組も

うとする生徒を求めます。

①基礎・基本を重視するとともに、質の高い授業や深い学びのできる活

動を通して、確かな学力を育成します。

②探究活動を通して、知識・技能を活用した思考力・判断力・表現力が

身につくような充実した学びを実現します。

③生徒主体の学校行事及び生徒会活動、部活動を通して、リーダーの資

質・能力を育成します。

④地域と共に歩み、地域から信頼される学校づくりを目指します。

①国際社会の平和と発展、環境保全に進んで貢献する人材を育成します。

②歴史と伝統を重んじる態度と、未来を切り拓く力を備えた人材を育成し

ます。

③未知の課題に挑む知性と感性を兼ね備えた実践的行動力のある人材を育

成します。

④多様な価値観や豊かな想像力を備え、柔軟かつ斬新な発想で新世代を創

造できる人材を育成します。

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組

中間評価

○低学年時に家庭での学習習慣を確立し、各学年での学
習時間目標（学年プラス１時間）を達成した生徒の割合を
70％以上にする。

・授業での初期指導を徹底し、学習の習慣化に努める。
・年数回、全学年で学習時間調査や生活アンケート等を実
施し、情報を共有して対応策を講じる。
・担任と生徒の二者面談を積極的に行い、進路相談とあわ
せて生活習慣改善や学習意欲向上等の助言を行う。

・学年プラス１時間の家庭学習時間はｱﾝｹｰﾄで４８％の生徒が肯定的に
回答しているが、一層の改善のための仕掛けづくりが必要である。
・学年によって差異はあるものの、学習習慣が身についている生徒は多
くはない。１・２年生は次年度に向けて学習習慣の確立が課題である。
・目標値を昨年より緩和した分、各学年で複数のクラスが達成している。
全体に波及する取組で、学年目標に繋げる。

・学年プラス１時間の家庭学習時間はｱﾝｹｰﾄで４６％の生徒が肯定的に
回答しているが、一層の改善のための仕掛けづくりが必要である。
・全体としては家庭学習の定着が見られないのが現状であり、学年とし
ての取り組みも必要である。その一方で目標値達成のクラスが、少しず
つ増してきている。学年担任の働きかけはもとより、生徒個々の進路意
識が高まっているようだ。

・時間だけで学習状況をはかるのではなく、集中
力などの学習の中身を見るものはないか。

○授業の充実、改善に向けた効果的な取組 〇学力向上のための効果的な指導のための授業改善に
取り組み、自分の学力や技能が向上していると思う生徒の
割合を90％以上にする。
○各教科で研究授業を行い、教科分析会を実施する。

・常時すべての授業で相互見学可能とする。
・年２回以上の校内授業見学期間を設定する。
・年２回の授業評価アンケートの結果をもとに、教科会議で
分析し、授業の工夫改善につなげる。
・可能な範囲で先進校への授業視察の機会を設け、情報
を共有してよりよい授業づくりに活かしていく。また、予備
校の教員向け講座も活用し、授業力向上を図る。

最終評価 学校関係者評価

●健康・体つくり

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ●「健康に良い食事をしている」生徒９０％以上
○毎朝朝食をとる生徒の割合を８０％以上にする。

・食に関する意識調査を実施する。
・家庭科の授業などをとおして、食の大切さを育む。
・保健室来室生徒に、個々の状況に応じた指導を行う。

・中間評価アンケートでは「毎日、朝食をとっている」の「毎日
とっている」が87％であったので、やや目標に達していなかっ
た。今後も家庭科の授業などをとおして啓発していきたい。
・充実した学校生活を送るために、まず基本的生活習慣の確立
が重要である。特に、食事が健康に大きな影響を与えることを
理解させたい。

・中間評価同様、「健康に過ごすために食事は大切である」の
アンケートでは、「そう思う」「ある程度そう思う」と回答した生徒
が約90％であった。実際に「毎日、朝食をとっている」の質問に
も、「毎日とっている」「週に１～２日とらない」を合わせると約
93％おり、食に対する意識も高い。今後も食育に関して、生徒、
保護者に向けての啓発活動を継続していきたい。

・それぞれの部署でよく教育活動がされている。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止等のための
取組、事案対処など）について組織的対応ができていると
回答した教職員の割合を90％以上にする。

・年間２回の生徒保護者向けのアンケートといじめ対策委
員会を実施する。
・担任・学年・生徒指導と連携をとり、学校生活全般におい
ていじめ・体罰防止に取り組む。

・日頃の担任との面談内容や日々の記録の記入事項など
で気になることを学年や分掌で共有しており、未然防止に
努めている。
・引き続き学校全体で情報を共有し、いじめ防止に取り組
んでいく必要がある。

・全体としては年間を通して安定した学校生活を送ることができ
た。いじめ事案については、早期発見、早期対応という目標は
達成できた。未然防止も大切だが、早期の適切な対応につい
て今後も生徒指導部・学年団・部活動顧問で連携をとりながら
実施していきたい。

・いじめ問題は難しい。生徒もアンケートでいじめ
を受けたことがあるに〇をつけると、その後の調
査などで大きな問題になるとわかっているため〇
をつける生徒も少ないのかもしれない。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○校内または校外の人権･同和教育講演会に参加した教
職員の割合を90%以上にする。
○ＳＮＳや個人情報等に関する講演等を通して、情報モラ
ル教育の徹底を図る。

・人権･同和教育講演会、及び各クラスでの人権学習・進路
保障ＨＲ等を実施し、正しい知識と公正な判断で行動でき
る態度の育成につなげる。
・講演会や各教科の授業等で、生徒が情報の取扱やトラブ
ル未然防止について考える機会とする。

・6月に人権・同和教育に関するLHR、10月に外国人労働者に
関する講演会を実施した。
・外部講師を招き、SNSの安全な利用やインターネット活用の注
意点について注意喚起を行った。世の中の状況を絶えまなく注
視し、全校集会などで引き続き注意喚起を行っていく。

・人権・同和教育については、年間計画に沿って、ＬＨＲや講演
会など全職員で取り組むことができた。今後とも全職員の人
権・同和教育の意識喚起を続けていきながら、生徒への指導を
継続していく必要がある。
・授業や講演会、全校集会を通して情報モラル教育を実施し
た。

〇書物に親しみ、自己啓発を促す読書指導 ○生徒１人当たりの年間貸し出し冊数コロナ禍時の5.0冊
を目指す。
○図書館の利用を促し、「図書館を学期に１回以上利用し
ている」と回答する生徒の割合を50％以上を目指す。

・長期休み期間は貸し出し冊数を増やす。
・新刊案内を校内掲示する。(学期に１回)
・図書館だよりを発行する。(毎月１回)
・県立図書館や市立図書館と連携して授業の資料をそろえ
る。(年１回以上)

・軽度であるが自転車×自動車・自転車同士の接触事故が８件
発生したため、その都度クラスて注意を呼びかけている。
・引き続き交通事故を未然に防ぐ取り組みを行い、命の大切さ
も含め、安全教育を徹底していく。そのためにも、地域や警察と
の連携を図るとともに生徒および職員の意識を高めていきた
い。

○生徒にとって学びやすい学校づくりの推進 ○スクールカウンセラーを含め職員間で情報共有の充実
を図る。

・年度当初に各学年ごとに生徒理解会議を開催する。
・シェアリング・シートを作成し、毎月１回の教育相談会議を
開催する。

・年度当初に各学年度ごとに生徒理解会議を開き、情報共有が
でき、スタートできた。
・シェアリング・シートを活用した毎月１回の教育相談会議を実
施し、情報共有の充実を図った。その会議を受けて、管理職と
の情報共有もスムーズに行えた。今後は、さらに早期予防・早
期発見・早期対応を実施していくことに心掛けたい。

・年間を通して、毎月1回の教育相談会議が実施でき、情報共
有の充実が図れた。そして職員間の情報共有を、早期予防・早
期発見・早期対応につなげることができた。
・配慮が必要な生徒には、生徒・保護者の面談などをとおして
取り組むことができた。

・今後も家庭教育と学校教育が連携をとることが
大切だ。

・家庭教育、学校教育共に、よくされている。

〇安全に関する資質・能力の育成 〇生徒の交通事故件数を前年比マイナスにする。
〇集会や各連絡を通して、安全に関する情報を共有し、周
知徹底する。

・通学路危険マップを作成し、全生徒に配布することによ
り、交通事故に巻き込まれない意識を高める。
・年２回の自転車点検、年１回の交通安全教室のほか、生
徒会による呼びかけ、標語募集・看板設置なども随時実施
する。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守する。

・定時退勤日、部活動休養日、学校閉庁日等を設定し、時
間外勤務時間の縮減をしつつ教育活動を充実させ、両立
を図る。
・休暇を取得しやすい職場の雰囲気を作る。
・時間外勤務時間縮減に向けて、教職員からの声も聴きな
がら、小さな改善を進めていく。

・業務削減のために、個人としても工夫改善を試みているという
アンケートについては、74％の職員がそう思う・ある程度思うと
答えていた。しかし時間外在校等時間について、個人差はある
ものの、全職員の４～９月は月平均２時間１０分の減少であっ
た。今後も小さな改善を積み、時間外在校等時間の縮減を進め
ていきたい。

・「職場は休暇を取りやすい雰囲気である」というアンケートで
は92％が肯定的な回答であった（昨年度は75％）。
・時間外在校等時間について、全職員の４～１月の平均は34時
間58分（昨年度は37時間10分）で月平均２時間１２分減じてい
る。今後も小さな改善を積み重ね、縮減に努めていきたい。

・先生たちは忙しい日々を送っているので、事務
処理の効率化をさらにはかるなどの工夫をして
ほしい。

・授業などで良書の紹介を行い、読書習慣の確立に努めた。
・予定していた取り組みは実施できているが、高校生全体の貸
出の動きが鈍く、例年各学年に見られていた多読の生徒もいな
い状態である。各学年の教科の学習と関連付けて貸出や図書
館利用を図っていきたい。

・本年度は命に関わるような事故は今のところ起こっていないが、軽微な
事故が10件を超えている。特に自転車×自動車の接触事故が多く、一
歩間違えれば大けがや命の危険を脅かされることも考えられるので今後
も注意喚起を行っていきたい。また交通マナーに関する苦情電話も一定
数寄せられており、交通マナー含め、公共マナーについて今後も折に触
れて指導していきたい。同時に自転車のヘルメット着用も促していきた
い。

・本に親しむ生徒とそうでない生徒は完全に2極化している。教職員が読
書の楽しさを実感し、授業などで生徒に伝えることが大切である。
・開館時間を延ばし生徒利用に供したため、自学利用の生徒は増えた。
また、図書委員の積極的な活動にもつながった。
・新刊本案内や排架の工夫など重ねているが貸出数にはつながってい
ない。新書本の入れ替えをしており、来年度は各学年のキャリア教育と
連携をして生徒の利用につなげることを計画している。

重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内外への情
報発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合
90％以上、教職員の割合90％以上

・既存の学校パンフレット、学校説明会、ネット配信による
学校PRについて、本校独自の魅力という視点から内容を
随時見直し、改善する。
・さまざまな行事・活動を充実させるために細かい工夫・改
善を行う。 A

・中学生対象の体験入学や、校外での進学説明会を開催する
ことで、本校に関する詳細な情報や魅力を発信できた。第１回
の進学希望者調査では倍率1.39倍とまずまずであった。
・パンフレットでは大学院生（OB)の活躍の様子を紹介するな
ど、本校の魅力をより一層PRしている。動画やラジオを通じ、県
内外にも情報を発信している。
・生徒会主催の学校行事に関して、魅力ある活動にするために
生徒会役員を中心に、工夫・改善を行うことができた。

A

・中学生対象の体験入学や、Webやラジオでの配信、校外での進学説明
会の開催、校門付近に進路実績の看板を設置など、本校に関する情報
や魅力を発信できた。第2回の進学希望者調査でも倍率1.19倍とほぼ昨
年並の進路希望状況を得た。
・生徒会主催の学校行事をより良いものにするために、生徒会の活発な
意見を取り入れ、工夫、改善を行いながら実施した。また、地域活動にも
積極的に関わるなど、幅広い活動に取り組むことができた。
・本校を中学生に勧めるについてのアンケートでは、生徒79％、職員
88％が肯定的な回答であった。

A

６　総合評価・

　　次年度への展望

・学校に対するアンケート結果では「生徒は、学校生活に十分満足している」に対し肯定的な回答割合は、生徒91.8％、保護者91.2％と、学校生活全体に対しての一定の満足度は得られている。しかし、自分自身の「家庭学習時間が確保できている」生徒は45.3％にとどまっている。今
年度も年間にわたって担任により個人面談を重ね、生徒一人ひとりの心に火を灯したり、個に応じたきめ細やかな助言を行ったりしているが、同時に全体に対しても根本的な改善、自発的な学びを促す仕掛けづくりが急務である。
・教科横断的指導や大学、企業等との連携やサポートプログラムの活用をするなど、探究活動を体系的に学ぶ体制を整備する。
・未来を切り拓く力を備えた人材育成のため、生徒会活動の更なる充実など、生徒が主体的に考え、行動する機会を多く設ける。
・どの項目についても一定の評価はできるものの、全分掌・全学年についてそれぞれの課題について継続し、改善を積み重ねていく取組が重要である。

A

・今後もさらにいい教育活動を展開してほしい。

進路指導部
各学年

○学校に対する生徒・保護者の満足度

〇学業だけでなく、部活動やその他の活動に自
ら積極的に取り組む姿勢を重んじる学校文化の
中で、生徒が生き生きと学校生活を送ることがで
きる教育活動の実践

○アンケート｢生徒は、学校生活に十分満足している｣で肯
定的な回答をした割合を生徒・保護者ともに90％以上にす
る。
★県内外へ向けて本校の魅力を積極的に発信する。

・部活動の活性化を図り、 ボランティア活動、部活動以外
の文化的活動、研修会など、様々な分野の活動の場を積
極的に紹介していく。
・生徒の主体的な活動をできるだけサポートするよう努め
る。
・保護者への定期的な情報発信を、画像を交えてより分か
りやすくなるよう工夫する。
・こまめな学校HP更新を行い、タイムリーな情報発信に努
める。
・可能な範囲で中学校、学習塾、市町教育委員会等への
訪問説明を行い、本校の魅力を伝える。

A

・アンケートの「学校生活に十分満足している」では、肯定
的な回答が生徒は90.8％、保護者は92.4％の結果であっ
た。学校行事や部活動など、積極的に活動を実施するこ
とができた。今後も、生徒からの意見を取り入れながら、
より良い活動にできるよう工夫、改善に取り組んでいきた
い。
・クラスマッチや鳥栖香楠祭などで生徒が生き生きと活動
している状況をHPで紹介している。閲覧数が1000を超え
るものがある。
・近隣の中学校に出向き、説明会を行っている。

A

○進路指導の充実

◎生徒の進路意識を高め、進路希望を実現する
ための適切な指導

○面談での助言が効果的だったと答えた生徒の割合を
90％以上にする。
○第一志望大学合格者の割合を増やす。
○難関大5名、九州大20名、国公立大120名以上の合格を
目指す。
★キャリア教育の一環として、OBや本校関係者等による講
演会を実施する。

・進路検討会や模試分析により、客観的に生徒の学力特
性を把握し、面談等での的確な進路指導につなげる。
・入試問題研究の充実と各種研修会への参加を通して、教
科指導及び進路指導の指導力向上を図る。
・難関大学志望生徒への学習指導について、各教科での
工夫改善と全体での情報共有に努める。
・新教育課程に伴う大学入試変更点について、教職員の
情報共有とともに、随時、生徒保護者への情報提供を行
う。
・講演会等を実施し、生徒の進路意識を涵養する。

A

・総合的な探究の時間における職業、学問調べをとおして進路
意識を高めることができた。
・大学とのジョイントセミナーやキャリアデザインを実施し、進路
意識を向上させることができた。また、生徒各人の進路希望に
合わせて、展開授業、補習計画、添削等を行い、生徒の進路意
識を高めつつ実力養成を図ってきている。進路意識の効果的
指導は、９１％が良好であった。今後も継続する。
・難関大志望者について特別補習を実施しており、個別試験対
策を継続している。
・各学年保護者会で講師を招聘し、最新の教育情勢と入試動
向等、情報提供を行うことができた。

A

・総合的な探究の時間を通して職業、学問、学部学科研究を行
い、進路意識を高めることができた。ただ、場当たり的な実践に
なった面もあり、3年間を見通した計画が必要ではないかと考え
る。
・業者が主催するWebイベント（研究室紹介等）への参加を通し
て情報収集方法を学び、複数の研究内容を比較することで、進
路志望を明確化することができた。
・上位者層の指導については年間の見通しを立てて実施するこ
とが必要である。
・学校推薦と総合型選抜で国公立大１２名が合格した。新課程
共通テストが実施された。鳥栖高生も結果を残こし、昨年度
以上の国公立大へ出願した。

・授業評価アンケートの活かし方について、さら
に考えていくことも必要ではないか。

・電子ブックの導入については考えているのか。

・ヘルメット着用含め、今後も継続した交通教育
をしてほしい。

・年間２回の公開授業及び研究授業を行い、中高の境なくお互
いに意見交換ができた。各々３年間ではなく、６年間というスパ
ンで指導をしていけるよう今後も取り組んでいきたい。
・アンケート「指導方法の工夫・改善を図り、生徒の学力向上に
努めている」では、生徒75.7％、保護者90.4％が肯定的な意見
であった。今後とも授業改善に努めていく。
・教職員の夏期講座を受講で、授業力向上に繋がった。

・日々の授業に加え、年間２回の公開授業日（うち１日は研究授業含む）
を設けた。中学校、高校との連携も視野に入れ、双方での授業参観がで
きるようにした。研究授業については、中高合同の合評会も行い、意見
交換の場とした。
・授業評価のアンケートについては、職員会議で共有し、授業改善につ
なげている。
・予備校の夏期オンライン講座を受講して、授業力向上を図った。特に難
関大教科指導には効果的であった。また、他県の先進校視察から、有益
な取組を参考にしながらより良い進路指導を構築する。

・アンケートの「学校生活に十分満足している」では、肯定的な
回答が生徒は92.3％、保護者は93.1％の結果であった。今後と
も、学校行事や部活動など、より良い活動にできるよう工夫、改
善に取り組んでいきたい。
・学校HPのイベントギャラリーには行事の様子がわかる写真を
掲載し、生徒が生き生きと活動している様子を発信することが
できた。
・近隣の中学校での説明会では、その中学校からの進学実績
を伝えるなど、より本校を身近に感じてもらえるような説明を
行った。

A

・時代とともに、生徒の気質も変わってきている
面はあるかもしれないが、いい教育を実践してほ
しい。

生徒会
情報広報部

・他県も含め、今後もPR活動に力を入れてほし
い。 教務部

情報広報部
進路指導部
生徒会
各学年

主な担当者


